
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

離
婚
な
ど
の
理
由
で
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
別
に
し
て
い
る
児
童
を

養
育
す
る
家
庭
に
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
額

　

受
給
資
格
者
と
扶
養
義
務
者
（
同

居
し
て
い
る
親
な
ど
）
の
所
得
に

応
じ
て
区
分
さ
れ
ま
す
。
こ
の
区

分
は
、
毎
年
、
現
況
届
の
審
査
状

況
で
見
直
さ
れ
ま
す
。

事
実
婚
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は

　

事
実
婚
と
は
、
夫
婦
と
し
て
の
共

同
生
活
と
認
め
ら
れ
る
事
実
関
係

（
定
期
的
訪
問
が
あ
っ
て
、
定
期
的

な
生
活
費
の
補
助
を
受
け
て
い
る

な
ど
。
同
居
の
有
無
を
問
わ
な
い
）

が
存
在
す
る
状
態
で
す
。

　

事
実
婚
の
場
合
は
、
児
童
扶
養
手

当
の
受
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
の

で
、
手
当
を
受
け
て
い
る
人
で
事
実

婚
の
状
態
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
人

は
、
速
や
か
に
資
格
喪
失
の
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
（
父
子
・
母
子
家

庭
）
な
ど
の
生
活
安
定
と
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

●
対
象　

次
の
全
て
を
満
た
す
人

◦
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ

る
被
保
険
者
ま
た
は
社
会
保
険

各
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者

も
し
く
は
被
扶
養
者

◦
市
内
に
住
所
を
有
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
も
し
く
は
母
お
よ
び

そ
の
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
児
童

ま
た
は
父
母
の
な
い
児
童

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
助
成
期
間

◦
児
童
…
18
歳
に
達
す
る
日
以
降

最
初
の
3
月
31
日
ま
で

◦
父
・
母
な
ど
…
児
童
が
20
歳
に
達

す
る
月
末
ま
で
（
た
だ
し
、
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
場
合
）

●
助
成
額　

助
成
対
象
者
が
支
払

っ
た
一
部
負
担
金
の
３
分
の
２

に
相
当
す
る
額

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い
る
人

は
、
受
給
資
格
確
認
の
た
め
、
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
対
象
者

に
は
８
月
上
旬
に
関
係
書
類
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
８
月

以
降
の
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
２
年
以

上
届
け
出
が
な
い
と
受
給
権
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　

８
月
31
日
㈬

支給対象児童1人の場合
　全部支給…月額42,330円
　一部支給…月額42,320円〜9,990円
支給対象児童2人目
　月額5,000円〜10,000円加算
支給対象児童3人目以降
　1人につき月額3,000円〜6,000円加算

※所得制限により、所得が限度額以上ある
場合は支給停止となります。

　

在
宅
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
種
手
当
に
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当

●
月
額　

２
６
、
８
３
０
円

●
対
象　

身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神

に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

生
活
で
常
に
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
20
歳
以
上
の
人

●
障
が
い
の
程
度

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程
度

と
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
程
度
の

障
が
い
が
２
つ
以
上
重
複
も
し
く

は
そ
れ
と
同
程
度
の
障
が
い

※
施
設
入
所
者
、
病
院
や
診
療
所
に

継
続
し
て
３
カ
月
を
超
え
て
入
院

し
て
い
る
人
は
対
象
外

障
害
児
福
祉
手
当

●
月
額　

１
４
、
６
０
０
円

●
対
象　

身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神

に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

生
活
で
常
に
介
護
を
要
す
る
20

歳
未
満
の
人

●
障
が
い
の
程
度

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程

度
、
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ

２
程
度

※
障
害
年
金
な
ど
の
受
給
者
、
施
設

入
所
者
な
ど
は
対
象
外

特
別
児
童
扶
養
手
当

●
月
額　

１
級 

５
１
、
５
０
０
円

　
　
　
　

２
級 

３
４
、
３
０
０
円

●
対
象　

心
身
に
一
定
以
上
（
重
度

〜
中
程
度
）
の
障
が
い
が
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
人

※
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外

現
況
届
は
忘
れ
ず
に

◦
特
別
障
害
者
手
当

◦
障
害
児
福
祉
手
当

◦
特
別
児
童
扶
養
手
当

◦
経
過
的
福
祉
手
当

　

こ
れ
ら
の
手
当
の
受
給
者
は
、
受

給
資
格
要
件
確
認
の
た
め
、
毎
年
８

月
１
日
現
在
の
状
況
を
記
載
し
た

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

必
要
書
類
な
ど
は
受
給
者
に
直

接
通
知
し
ま
す
。
提
出
が
な
け
れ
ば

８
月
以
降
の
手
当
を
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け

出
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
、
ど
う
し
て
も
都
合
の
つ

か
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
間

　

８
月
12
日
㈮
〜
31
日
㈬

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
へ
の
各
種
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
へ
の
制
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	

福
祉
課　

障
が
い
福
祉
班（
西
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
２
）１
１
４
９

	

FAX（
３
４
８
）５
２
７
１

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	

子
育
て
支
援
課（
西
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
２
）１
１
５
９

災害復興商品券
対象工事額を100万円以上から50万円以上に引き下げます

ことぶき教養大学８月ミニ学習会

体験バスツアー 防災センターへＧＯ！
熊本地震で被災した住宅や店舗について、復旧工事費用の一部を商品券で助成しています。
９月から受付期間を延長し、対象工事額を引き下げます。新しい申請書や詳しいチラシは、８月下旬から
市ホームページ・商工振興課（合志庁舎）、西合志庁舎総合案内、各支所で配布します。

●と 　 き	 ８月25日㈭
	 午前９時　ヴィーブル集合

●と こ ろ	 熊本市消防局　防災センター
●対 　 象	 ことぶき教養大学 講座生
	 （定員70人。応募多数の場合は抽選）

●参 加 費	 無料

◦工事前･工事中･工事後、いずれの場合でも申請できます。
◦工事は平成29年12月31日㈰までに完了してください。

●対象工事　次の２つを満たすもの
◦申請者が市内に所有し、熊本地震で被災した住宅や店舗の安
全回復に必要な復旧工事
◦費用が１棟につき合計50万円以上（税込）のもの

●助成内容
◦市内の工事事業者を利用する場合
　　　　　　　　　　…５万円分の商品券
◦市外の工事事業者を利用する場合
　　　　　　　　　　…２万５千円分の商品券

※１棟の復旧にかかる工事費は合算できます。市
内・市外両方の事業者を利用することもできま
す。その場合の助成額はお尋ねください。

●申込方法	 電話でお申し込みください。
●申込期限	 ８月16日㈫　午後5時
●そ の 他　運動靴や動きやすい服装でお越しくだ

さい。

●申し込み・問い合わせ先
　生涯学習課　生涯学習班（ヴィーブル）
　☎248-5555

●９月１日㈭からの変更点
・対象となる工事の金額
　100万円以上　→　50万円以上
・受付期間
　８月31日㈬まで　→　平成29年３月31日㈮まで

●申し込み・問い合わせ先
　商工振興課（合志庁舎）☎248-1115

　熊本地震でヴィーブルが被災したため、本年度のことぶき教養大学学習会
は、規模を縮小して開催します。
　８月のテーマは防災。熊本地震であらためて災害の恐ろしさを体験した私
たちですが、ひと言で防災といっても火災や救急、自然災害（地震・台風）
などさまざまです。どのような備えや対策が必要なのか、体験ツアーで学ん
でみませんか。
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